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( 科目コード：8503220004JJ)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】電気磁気学 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・4 年次
【担当教員】

藤平 威尚

【授業目標・教育方針】
4 年前期から 5 年前期までの 1 年間半 (60 回 ) で古典電磁場の理論を学ぶ。
古典電磁気学の体系を学ぶとともに、さまざまな電気・電子現象を基本的な自然法則に基づき理解しようとする態度
を身につける。
電気現象、磁気現象は物理学の中で実験も含めて学んできた。この授業ではこれらを整理することで、電磁気現象全
体を体系的に理解する能力を身につける。

【授業概要】
この科目では、遠隔作用と近接作用の考え方の違いを理解し、静電気力 ( クーロンの法則 ) から場 ( 静電場 ) の概念と
その法則を導く。
積分形で記述した静電場の法則を理解する。様々な電荷分布の場合に、静電場の法則を適用して電場が求まることを
示す。これらの法則を用い、点電荷による電場、対称的に分布した電荷による電場を計算する能力を付ける。
静電場ではポテンシャルが定義でき、重力のもとでの位置のエネルギーに対応することを示す。静電ポテンシャルの
概念を理解し、簡単な例について静電ポテンシャルから電場、またその逆を求める能力を付ける。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書 : 長岡洋介著、「電磁気学 I」物理入門コース 3、岩波書店

参考書 : 長岡洋介、丹慶勝市著、「例解電磁気学演習」物理入門コース演習 2、岩波書店
　　　　和達三樹著、「物理のための数学」物理入門コース 10、岩波書店

【成績評価方法】
［前期］中間試験：30%，期末試験：30%，その他：課題 40%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

- 1 -



群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8503220004JJ/20090403

【授業計画】（授業名：電気磁気学 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 静電気力、静電場の復習 1 ベクトルによる記述、ベクトル演算に習熟する。
2 静電気力、静電場の復習 2 前回続き。
3 静電気力、静電場の復習 3 クーロン力をベクトルとして記述する方法を学び、簡

単な電荷配置での静電気力の計算に習熟する。
4 静電気力、静電場の復習 4 近接作用の考え方を解説し、「場」の概念を導入する。

クーロンの力の法則を、電場の法則として書き直す。
5 静電気力、静電場の復習 5 前回続き。
6 重ね合わせの原理、電場の計算

1
電場に関する重ね合わせの原理につき解説する。

7 重ね合わせの原理、電場の計算
2

複数の点電荷、連続的に分布した電荷による電場の記
述を学ぶ。

8 重ね合わせの原理、電場の計算
3

典型的な電荷の配置や分布の電場の計算を体験する。

9 重ね合わせの原理、電場の計算
4

電気双極子につき解説する。

10 静電場の基本法則 1 電気力線の考え方に基づき、ガウスの法則を導入す
る。ガウスの法則を用いてさまざまな場合に容易に電
場が計算できることを見る。

11 静電場の基本法則 2 前回続き。
12 静電場の基本法則 3 静電気力が保存力であることを示し、これが渦無しの

法則として表現されることを学ぶ。
13 静電場の基本法則 4 保存力の場ではスカラーポテンシャルが導入できるこ

とを学び、静電ポテンシャルを定義する。
14 静電ポテンシャル 1 各種の静電ポテンシャルを計算し、静電ポテンシャル

と電場の関係が成り立っていることを具体的に確認す
る。
静電ポテンシャルの物理的意味より、静電エネルギー
の概念を導入する。

15 静電ポテンシャル 2 電気双極子の静電ポテンシャルを調べる。
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